
（様式－１ 表紙）

１ 調査名称：金沢都市圏総合都市交通体系調査

２ 調査主体：金沢市

３ 調査圏域：金沢都市圏

４ 調査期間：平成21年度

５ 調査概要：

近年、自転車は、環境負荷の低い交通手段として見直されているほか、健康志

向の高まりや市民生活を取り巻く社会環境の変化を背景に、その利用ニーズが高

まっている。

本市では、平成19年度に策定した「新金沢交通戦略」において、「自転車の走

行環境改善」や「歩行者の安全性を確保するためのルールづくり」等を施策とし

て位置づけており、歩行者や公共交通を優先したまちづくりを目指すことを基本

的な考えとしている。また、平成26年の新幹線開業を見据えた「金沢魅力発信行

動計画」では、金沢駅からの二次交通の充実として、「金沢駅からまちなかへ安

心して通行できるルート」や「公共レンタサイクルシステムの導入検討」「観光

駐輪場の整備」などを掲げており、自転車を都市交通の一つの重要なアイテムと

して、位置づけている。これらを実現するため、自転車利用環境改善のためのト

ータルプランとして、「まちなか自転車利用環境向上計画」を策定する。



（様式－２ａ 調査概要）

Ⅰ 調査概要

１ 調査名：金沢都市圏総合都市交通体系調査

２ 報告書目次

１．報告書

【まちなか自転車利用環境向上計画（基本計画）】

１．計画策定の趣旨

２．自転車に関する全国的な動向

３．まちなかにおける自転車利用環境の現状・課題

４．まちなか自転車利用環境向上の基本的な方針

５．計画の実現に向けて

２．第１回委員会資料

３．第２回委員会資料

４．第３回委員会資料

５．補足資料



（様式－２ｂ 調査概要）

３ 調査体制

まちなか自転車利用環境向上計画策定委員会

（委員長：金沢大学大学院自然科学研究科 教授 高山純一）

まちなか自転車利用環境向上計画策定委員会 事務局

（金沢市都市政策局交通政策部歩ける環境推進課）

４ 委員会名簿等：

所属 氏名

委員長 金沢大学大学院自然科学研究科 教授 高山 純一

委 員 北陸大学教育能力開発センター 教授 三国 千秋

委 員 金沢市町会連合会副会長 中本 次雄

委 員 金沢商工会議所地域振興課長 金丸 一彦

委 員 金沢市観光協会事務局長 徳田 正克

委 員 金沢中警察署交通官 三島 真次

委 員 金沢東警察署交通官 大野 立夫

委 員 国土交通省金沢河川国道事務所交通対策課長 中川 毅志

委 員 石川県土木部道路整備課長 山岸 勇

委 員 金沢市都市整備局土木部道路管理課長 今越 寛



（様式－３ａ 調査成果）

Ⅱ 調査成果

１ 調査目的

平成 26 年度の北陸新幹線金沢開業を見据え、二次交通の充実のため自転車の

利用を促進することは本市の「歩行者・公共交通優先のまちづくり」の実現に喫

緊の課題となっている。そこで金沢駅等交通結節点や観光・商業・業務地区等、

本市まちなかの主要拠点を結ぶ自転車走行ネットワークの設定や駐輪スペースの

整備の方向性のほか、自転車ルール・マナー向上の意識啓発や自由度の高いレン

タサイクルシステムの検討を行い、便利で快適な自転車利用環境向上に関する基

本計画を策定する。

２ 調査フロー

○自転車利用状況実態調査

（現地調査など）

※一部、既存調査を利用

○走行経路分析 ○路上放置自転車場所の調査 ○公共レンタサイクル他都市調

○道路現況調査 ○駐輪可能スペースの調査

○現状分析・課題整理

・整備が必要な路線の抽出

・危険な箇所の抽出

○整備の方向性の検討 ○システムの検討

まちなか自転車利用環境向上計画の策定



３ 調査圏域図



（様式－３ｂ 調査成果）

５ 調査成果














